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る。 400 字詰め原稿用紙にしておよそ 520 枚の論文である。







れを「在満行政機構改革J r満鉄改組」問題と関係づけ、 「満州|国J 統治機構形成の根幹をなす問題として論じてい
る。








第六章 r ~満州国』下の満鉄と『日本海ルート~ J および第七章 r ~満州国』と帝国日本の異法域統合」では、日
本帝国の「異法域」である「満州国j の統治を問題にしている。先ず第六章は、日本本国と「満州国」を結ぶ最短距
離のルートである「日本海ルート」が、日本本国・植民地朝鮮・ 「満州国」という三つの「異法域J にまたがること
から生じる、とくに「満州国」と朝鮮総督府との対立、逆に「日本海ルート」の成立によって可能になった「東満経
済圏」構想=帝国再編プランについて検討し、第七章においては、不可避的に発生する「異法域」にまたがる法律事
件( r域外交渉事件」あるいは「異法域間抵触J )にたいして、日本帝国がいかなる対応を迫られたのか、このこと
について「内外地関渉法」の制定・機能の問題として、また領事裁判所の植民地裁判所への上級審移管問題として、
さらに「内外地司法統一問題」として検討している。
論文審査の結果の要旨
本論文は、朝鮮近代史研究への関心から、新しい日韓研究への展望を志向する意欲に満ちた作品である。「満州国J
を日本の朝鮮植民地支配との構造的連関のもとで把握することを通じて、「満州国J が朝鮮社会にもたらした影響を
明らかにしようとする、そのために「満州国」を何よりも国家という形態をもっ、したがって固有の統治形態(法体
系)をもつことを志向する主体として把握しようとしたが、これまでの研究においてはとくに不十分であった法体
系・法構造についての研究に果敢に挑んだこと、この課題を実現するために、精力的に韓国・中国等の史料を博捜し、
初出の根本史料を数多く提示しえたことの持つ意味は何よりも高く評価すべきである。また今後多方面に研究が発展
する可能性を示すものになっている。しかし、一方で、これらの貴重な史料が必ずしも全面的に活かされる分析がな
されているかといえば、未だその不十分さを感じざるを得ないし、そのために目的とする「満州国J と植民地朝鮮・
日本との構造的認識においても十分に成功しているとは言い難いことを指摘しなければならない。
とはいえ、ここに見える弱点にもかかわらず、本論文の到達点と今後の発展の可能性への予感は、本論文が十分に
博士(文学)の学位の水準に達していることを示している。よって、本論文を博士(文学)の学位を授与するに値す
るものであると認定する。
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